
（様式１） 
平成１４年度 次世代ＩＴを活用した未来型教育研究開発事業 

研究実践計画書 

１ 学校名  
伊自良村立伊自良南小学校 

 
２ 研究実践の概要 
（１） 地域素材のＶＯＤデータベースの構築 
     地域素材をデータベース化するために、伊自良村に関する建物・動植物・名所・行事などの資料

を集め、コンピューターに保存していくことを目的とする。社会見学で行った場所の情報や写真を

保存し、地域学習に役立てていく。２年目にあたる今年は、素材を収集するため、機器の使い方の

学習にも重点を置く。 
（２） 「わかる授業、楽しい授業」の実施 

      コンピューターを使用してのわかる授業、楽しい授業にするためには、学習環境の整備、正しく、

便利な使用方法、豊富なデータが不可欠となる。そのため指導側の資料収集・教材作成の知識を深

めていく。 
（３） 高速大容量回線を用いた学校間等の連携 

昨年度は伊自良中学校との交流を実践したが、今年度は伊自良北小学校とテレビ会議システムを

利用し、宿泊研修、授業内容などについて話し合いや発表ができるようにする。 
 
３ 年間計画 

月 研 究 内 容 備 考 

４ ○情報機器の説明  

５ ○伊自良北小学校とのテレビ会議による修学旅行の打ち合わせ  

６ ○学校行事、宿泊研修の記録  

７ 
○伊自良北小学校とのテレビ会議による宿泊研修の打ち合わせ 
○職員研修「プレゼンテーションソフトの利用の仕方」 
     「学校にある機器の利用方法と教材への生かし方」 

 

８ ○職員研修「プレゼンテーションソフトの利用の仕方」 
     「情報発信の方法（ホームページの作り方）」 

 

９ ○運動会をビデオに記録し、他校との交流に利用するコンテンツをつく

る。 
 

１０ ○地域の資料や様子のデジタル化  

１１ ○さよならコンサートをビデオに記録し、他校との交流に利用するコンテ

ンツをつくる。 
 

１２ ○教材を利用した授業を展開することができる。  

１   

２ ○学習発表会をビデオに記録し、他校との交流に利用するコンテンツをつ

くる。 
 

３ ○テレビ会議システムを利用した実践をまとめる。  

 


